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No.    平成26年度静岡県包装研究会　申込み用紙 　担当：佐藤（FAX.03-3543-8970）  

（該当する方に○をつけて下さい）　　　　（公社）日本包装技術協会会員　・　（一社）静岡県紙パルプ技術協会会員　・　一般 

ＪＰＩ 催しのご案内 

 

●開催日時 ： 平成26年11月7日（金）13：00～16：10 
●会　　場 ： 静岡県男女共同参画センター「あざれあ」501会議室（静岡市） 
 

　　●主　　催 ： 公益社団法人日本包装技術協会（JPI） 

講演プログラム 

JPIでは、各地域の会員ニーズに応えるべく、静岡県におかれましても年1回包装研究会を開催し、多くの地元会員企業の皆様に
お集まり頂き好評頂いております。 
本年度は第1部に「海外の輸送包装試験規格 －JISとの違いなど－」をテーマに、第2部では「ヤマハ発動機の梱包改善事例と変
遷について」をテーマに開催させて頂きます。 
この機会に、奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。 

開催要領 

【個人情報の取り扱いについて】 
1．個人情報は「平成26年度静岡県包装研究会」の事業実施に関わる資料等の作成、並びに当
会が主催・実施する各事業におけるサービスの提供や事業のご案内等のために利用させて
いただきます。なお、作成資料は、開催当日、関係者に限り配布する場合があります。 
2．参加申込みによりご提供いただいた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、第三者に開示、
提供することはありません。 

お問合せ・お申込み先 
 公益社団法人日本包装技術協会  静岡県包装研究会係  担当：佐藤 

〒104-0045　東京都中央区築地4-1-1　東劇ビル10F 
TEL.03-3543-1189 ･ FAX. 03-3543-8970 

e-mail：satou@jpi.or.jp

下記申込書に記入いただきFAXにてお送り下さい。 
お断りする場合のみご連絡します。 
当方より連絡がない場合は直接会場にご来場下さい。 

 

 

静岡県包装研究会 平成26年度 静岡県包装研究会 静岡県包装研究会 

■日　時：平成26年11月7日（金）13：00～16：10 
■会　場：静岡県男女共同参画センター「あざれあ」501会議室 
　　　　　静岡市駿河区馬渕1丁目17-1 TEL．054-255-8440 
　　　　　＊（右案内図参照） 
■参加料：（公社）日本包装技術協会の会員の方：無料 

　　　（一社）静岡県紙パルプ技術協会の会員の方：無料 
　　　　一般の方：一講演につき3,240円（税込） 

■定　員：80名     
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時 間 講　演　内　容 

テーマ：『ヤマハ発動機の梱包改善事例と変遷について』 
講　師：ヤマハ発動機株式会社　生産本部　生産戦略統括部　物流・安全貿易部　物流技術・梱包Gr　深村　英明　氏 

テーマ：『海外の輸送包装試験規格 ーJISとの違いなどー』 
講　師：エクサーチ 株式会社　代表取締役　�木　雅広　氏 

海外顧客との取引において、包装貨物の緩衝性能や耐久性を評価するための試験基準を決めるのは、容易なことではありません。輸
送環境調査・分析によって評価試験条件を策定することが理想ですが、実際には、公的な試験規格に頼って評価をおこなうケースが多いでしょう。
しかし、規格によって試験条件も様々に規定されているため、それらの情報をきちんと把握した上で、どの規格を採用すべきか判断することが求め
られます。本講演では、海外で利用されている輸送包装試験規格について概観し、JISとの違いなどについて解説します。また、海外における輸送
包装試験の新たな動向についてもご紹介します。 

講演内容： 
 

弊社の主力商品であるオートバイの完成車の梱包・荷姿における、過去の改善事例、及び現在の取り組み概要について紹介します。 
生産及び消費のグローバル化に伴い、日本から海外に輸出するもののみならず、海外で生産して別の国に輸出されるケースが益々高まっておりま
すが、それまで想定していなかった問題点も浮き彫りとなってきております。 
それらを克服すべく様々な対策や手段を講じて参りましたが、そうした改善の具体例を紹介すると共に、そうした過程で培ったノウハウや配慮すべ
きポイントなどについても、言及したいと思います。 

講演内容： 
 

 

特色　140826


